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University Entrance, and Vocational Choices After Graduation
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展開を行う一部企業を中心に求人総数を増加させているケースや、リーマンショックにより採用を抑制
していた反動で採用数を伸ばしている企業もある。さらに、企業全体としては、求人数を伸ばしている
企業であっても、その増加分は即戦力となる中途採用に振り向けられており、新卒採用に影響が表れて
いるケースも出ている。特に、本学のように女子学生が多く在籍する短期大学への求人は、雇用におけ
る調整弁とされることが多い傾向は従来から変わらない。これらの要因による求人総数の増減が学生の
選択に大きな影響を与え、学生自身では解決できない壁が存在することとなる。
　そこで、このような状況にある学生の進路選択を支援するため、キャリア教育の重要性が増すものと
考える。学生を成長させる可能性を有する２～４年間に亘るキャリア教育により、自身のこれまでの経
験ではわからない社会のさまざまな動向や社会との関係性への気付きを与えることが必要であろう。
　しかし、現在のキャリア教育では効果的な手段・手法が確立されていない状況であり、今後更に
研究を進め、調査結果の蓄積を図る必要があると考える。
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